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ＳＷ１ 「キャリア形成の問題と教育の在り方

 

看護のキャリア教育とは

 職業人教育に終わらせない

資格取得が目的でなく、資格取得はプロセス

⇒さらに発展がある

 自分探しではなく、自分作り

なりたい自分だけでなく、社会が何を求めて

いるかを見据えた自分

⇒自分軸から他人軸

 学生の伸び幅への信頼

⇒多様な力を伸ばす

 



キャリア形成の問題と教育の在り方

入口の問題

指定校推薦、親の意向⇒動機の希薄

受験勉強の体験なし⇒学力不足

入学後の問題

多人数、多様な学生

⇒問題もあるが、たくましく育つメリットもある

適性
動機・学力

 

実習での学び方の問題

 学びが積み重なっていかない

領域が変わるとリセット

学んだ材料をどう使うかわからない

積み上げ方がわからない

 土台が作れない

達成感が得られない

努力が成果につながらない

⇒社会の要請に合わせどこまで育てるか

 



卒後

（一般的傾向：新人の離職率が高い）

 卒後大学を訪問する理由は？

・癒されたい

・安心して、愚痴をこぼせる

・他のネットワークが作れない

 いつまでも依存はいけないが、資源として大学を活
用できている、仕事にまた向き合う力を得ている

大学 職場協力

 

社会の要請に教育として行えること
社会ニーズ：複雑化、高度化、多様化

多様なロールモデルを教員が見せる

卒業生の姿を見せる

ゲストスピーカー、実習指導者

卒業生と在校生の交流

学部学会、同窓会セミナー

社会的視点を伝える

社会と看護、社会人（職業人）と看護師
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ＳＷ２ 「キャリア形成の支援の在り方」

 

支援のための具体策
－卒後の支援を中心に－

現在あるシステム

・早期から大学院設置

・専門看護師の教育

・認定看護師研修センター設置

⇒卒後のキャリア形成のための環境がある

大学院への進学、ＣＮＳの会

教員として全国に就職
看護・教育
に貢献

 



今後に向けて

個々のサポートをしていくために

 組織的な卒業生とのつながり

同窓会の活用・・・卒業生が集まる工夫

同窓会の担当のローテーション

記念イベントの企画：20周年

学科全体でのフォローアップゼミ

 卒業生の動向を把握

早期離職者・・・連絡が取れない

 ネットワーク作り

フェイスブック、ＳＮＳ・・・震災支援でも活かされた

 

 卒業生のアイデアを学部教育に活用

初期の卒業生 ⇒ 中堅・管理者

 卒業生のための学習の場

看護知識の再確認

技術トレーニング

社会に何が求められているか
教育の課題やあり方

新人の状況

環境の問題
いつでも利用できる
場所と人材の確保

 



 ライフ・ワークバランスの重視

現状

看護師・・・結婚・出産 キャリア形成が中断

キャリア形成の継続・・・雇用環境

環境を整える

教員の働き方・・・学生たちの希望に？？？
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